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主な内容

相模原市議会の情報は、ホームページでもご覧になれます。アクセスは、検索サイトから 相模原市議会

　

12
月
定
例
会
議
は
、
11
月
18
日
か
ら
12
月
21
日
ま
で
34
日
間
の
会
議
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
初
日
に
は
、
市
長
か
ら
、
文
化
振
興
基
金
条
例
な
ど
32
件
の
議
案
に
つ
い
て
、
提
案
理
由
説
明
が
行
わ
れ
、
そ
の

う
ち
、
補
正
予
算
１
件
を
含
む
３
件
の
議
案
が
所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
、
市

議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
が
提
出
さ
れ
、
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
本
会
議
２
日
目
に
各
委
員
長
か
ら
審
査
報
告
が
行
わ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
２
日
目
及
び
３
日
目
に
は
、
代
表
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
日
目
の
代
表
質
問
終
了
後
、
各
議
案
及
び
陳
情
が

所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
そ
の
後
、
人
事
議
案
９
件
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
提
案
さ
れ
た
市
税
条
例
の

一
部
改
正
が
、
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
さ
ら
に
、
選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
４
日
目
か
ら
６
日
目
ま
で
は
、
市
政
全
般
に
関
し
て
、
21
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
７
日
目
に
は
、
各
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い
た
議
案
等
に
つ
い
て
、
各
委
員
長
か
ら
審
査
報
告
が
行
わ
れ
、
採
決

の
結
果
、
議
案
は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
陳
情
は
１
件
が
採
択
、
７
件
が
不
採
択
、
１
件
が
継
続
審
査
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
意
見
書
５
件
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

す
る
法
律
別
表
第
二
の
主
務
省
令
で
定

め
る
事
務
及
び
情
報
を
定
め
る
命
令
の

一
部
を
改
正
す
る
命
令
に
よ
る
行
政
手

続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

別
表
第
二
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
務

及
び
情
報
を
定
め
る
命
令
の
改
正
に
伴

う
庁
内
連
携
が
で
き
る
事
務
及
び
特
定

個
人
情
報
に
係
る
規
定
の
改
正
、
独
自

利
用
事
務
に
お
い
て
庁
内
連
携
が
で
き

る
特
定
個
人
情
報
に
係
る
規
定
の
追
加

そ
の
他
所
要
の
改
正
を
す
る
。
施
行
期

日
は
、
公
布
の
日
（
一
部
例
外
あ
り
）。

③
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

多
機
能
端
末
機
に
よ
る
戸
籍
に
記
録

さ
れ
て
い
る
事
項
を
証
明
し
た
書
面
及

び
戸
籍
の
附
票
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事

項
を
記
載
し
た
書
類
の
写
し
の
交
付
の

事
務
に
係
る
手
数
料
の
規
定
の
追
加
そ

の
他
所
要
の
改
正
を
す
る
。
平
成
29
年

４
月
１
日
施
行
。

①
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

　

新
た
な
行
政
課
題
へ
的
確
に
対
応
し
、

及
び
効
果
的
な
行
政
運
営
を
推
進
す
る

た
め
の
職
員
の
定
数
及
び
定
数
の
特
例

に
係
る
規
定
の
改
正
並
び
に
地
域
の
自

主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改

革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
に
よ
る
市
町
村
立

学
校
職
員
給
与
負
担
法
の
改
正
に
よ
り
、

県
費
負
担
教
職
員
の
給
与
負
担
等
が
神

奈
川
県
か
ら
本
市
に
移
譲
さ
れ
る
こ
と

に
伴
う
学
校
の
職
員
の
定
数
に
係
る
規

定
の
追
加
を
す
る
。
平
成
29
年
４
月
１

日
施
行
。

②
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

④
市
立
視
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
条

例
　

市
立
視
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
た
め
、所
要
の
定
め
を
す
る
。

平
成
29
年
４
月
１
日
施
行
。

⑤
開
発
事
業
基
準
条
例
の
一
部
改
正

　

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
許
可
の

基
準
の
技
術
的
細
目
等
に
係
る
規
定
の

改
正
、
一い

つ

の
開
発
事
業
と
み
な
す
基
準

に
係
る
規
定
の
追
加
、
編
入
前
の
津
久

井
町
、
相
模
湖
町
及
び
藤
野
町
の
区
域

に
お
け
る
合
併
に
伴
う
経
過
措
置
の
削

除
並
び
に
敷
地
面
積
の
最
低
限
度
等
に

係
る
規
定
の
追
加
、
公
共
施
設
等
の
整

備
基
準
に
係
る
規
定
の
改
正
そ
の
他
所

要
の
改
正
を
す
る
。
平
成
29
年
４
月
１

日
施
行
（
一
部
例
外
あ
り
）。

⑥
指
定
管
理
者
の
指
定
（
市
立
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
渓
松
園
及
び
市
立
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
若
竹
園
）

　

公
益
財
団
法
人
相
模
原
市
ま
ち
・
み

ど
り
公
社
を
指
定
す
る
。
指
定
の
期
間

は
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
34
年

３
月
31
日
ま
で
。

⑦
指
定
管
理
者
の
指
定
（
市
立
相
模
湖

ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
）

　

公
益
社
団
法
人
相
模
原
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
を
指
定
す
る
。
指
定
の

期
間
は
平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

34
年
３
月
31
日
ま
で
。

⑧
平
成
28
年
度
各
会
計
補
正
予
算

　

一
般
会
計
（
第
３
号
、
第
４
号
）

　
　

補
正
額　
　

55
億
９
７
０
０
万
円

　

麻
溝
台
・
新
磯
野
第
一
整
備
地
区
土

　

地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計（
第
１
号
）

　

補
正
額　
　

１
億
８
１
０
０
万
円

　

下
水
道
事
業
会
計
（
第
１
号
）

　

補
正
額　
　

２
億
９
３
１
０
万
円

⑨
人
事
議
案

　

人
事
委
員
会
の
委
員
の
選
任
（
第
１

６
６
号
）、
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦
（
第
１
６
７
～
１
７
４
号
）。

委
員
の
氏
名
は
７
面
「
議
案
審
議
結
果

一
覧
表
」
の
と
お
り
。

⑩
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
へ
の
加

入
を
求
め
る
意
見
書　

ほ
か
４
件

【
関
連
記
事
】

①
～
⑦
…
３
面　

委
員
会
の
審
査

④
…
２
面　

代
表
質
問

⑤
～
⑦
…
３
面　

代
表
質
問

主
な
議
案
の
概
要

主
な
議
案
の
概
要

文
化
振
興
基
金
条
例
な
ど

文
化
振
興
基
金
条
例
な
ど

文
化
振
興
基
金
条
例
な
ど

48
件
の
議
案
を
可
決
・
同
意

12月定例会議 12月定例会議 

11
月
11
日　

議
会
運
営
委
員
会

12
月
定
例
会
議

11
月
18
日　

本
会
議
第
１
日
（
46
人
）

　
　
　

全
員
協
議
会

21
日　

総
務
委
員
会

　
　
　

環
境
経
済
委
員
会

29
日　

本
会
議
第
２
日
（
46
人
）

　
　
　

大
都
市
制
度
に
関
す
る

特
別
委
員
会

　
　
　

広
域
交
流
拠
点
に
関
す
る

特
別
委
員
会

30
日　

本
会
議
第
３
日
（
46
人
）

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

12
月
２
日　

総
務
委
員
会

５
日　

民
生
委
員
会

６
日　

建
設
委
員
会

７
日　

環
境
経
済
委
員
会

８
日　

市
民
文
教
委
員
会

16
日　

本
会
議
第
４
日
（
45
人
）

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

19
日　

本
会
議
第
５
日
（
45
人
）

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

20
日　

本
会
議
第
６
日
（
45
人
）

　
　
　

基
地
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

防
災
特
別
委
員
会

　
　
　

建
設
委
員
会

21
日　

本
会
議
第
７
日
（
45
人
）

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

※
（　

）
は
本
会
議
の
出
席
人
数

議

会

日

誌

ノジマステラ神奈川相模原
なでしこ１部昇格

青山学院大学
箱根駅伝３連覇おめでとう
写真提供＝青山学院大学新聞



問問問
質質質
表表表
代代代新・・新新・・新 計画合計総総総合総合総合市総原市原相模原 総相 市市 合合計模 画画原原原 総原原 総総総総模 合合相 画原市総 計相 総相 合合相 計模 合合総 計相 総合計総相 総 計模 総 画画計合計合総総総市市原原原相模 合計合相 画原相模 画原相 合合模

）案）案）案案（案（計画計計計計計施施施施計実施実実期実後後後期後後 後後後後 施施施 ））））（後 計計計計計計 案案画画期実期実期 施 画後 計 案案期 計後 施施施後 計期 計 ））計施後期 ））））案案（画画計計計計計計施施施実実期期後後後後後後後後後後 計計計後 画期 画期
新・相模原市総合計画
 後期実施計画（案）
策定に当たっての考え方は策定に当たっての考え方は

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
ウ
ェ
ル
ネ
ス
さ
が
み
は
ら

さ が み は ら 市 議 会 だ よ り 第１９６号 平成２９年（２０１７年）２月１日（２）

　

５
会
派
の
代
表
に
よ
り
行
わ
れ
た
、
代
表
質
問
の
あ
ら
ま
し
を

掲
載
し
ま
す
。

代
表
質
問
を
行
っ
た
議
員

　

山
岸
一
雄
（
自
民
党
相
模
原
）

　

関
根
雅
吾
郎
（
民
進
・
市
民
）

　

久
保
田
浩
孝
（
公
明
党
）

　

五
十
嵐
千
代
（
颯
爽
）

　

山
下
伸
一
郎
（
日
本
共
産
党
）

こ
ど
も
・
若
者
未
来
局

設
置
の
目
的
と
機
能
は

に
市
の
考
え
方
を
お
示
し
す
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
て
適
切
に
計
画
へ
反

映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

後
期
実
施
計
画
の
策
定
に
当
た

り
、
各
局
か
ら
提
出
さ
れ
た
事
業
で
、

計
画
に
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
は
。

　

答　

後
期
実
施
計
画
に
掲
載
す
る
事

業
に
つ
い
て
は
、
財
政
収
支
の
見
通
し

を
踏
ま
え
、
策
定
方
針
に
示
し
た
掲
載

基
準
に
基
づ
き
、検
討
調
整
を
行
っ
た
。

こ
う
し
た
中
、
計
画
に
掲
載
し
な
か
っ

た
事
業
と
し
て
は
、
衛
生
研
究
所
庁
舎

の
建
て
替
え
や
、
学
校
・
図
書
館
の
情

報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
防
災
消
防
訓
練

場
な
ど
の
施
設
の
改
修
事
業
等
が
あ
る
。

　

問　

小
児
医
療
費
助
成
事
業
は
平
成

30
年
度
か
ら
の
対
象
年
齢
拡
大
が
示
さ

れ
て
い
る
が
、今
後
の
方
針
は
。
ま
た
、

所
得
制
限
廃
止
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　

答　

更
な
る
子
育
て
環
境
の
充
実
を

図
る
た
め
、
現
在
の
小
学
校
６
年
生
ま

で
の
通
院
対
象
年
齢
を
中
学
校
３
年
生

ま
で
拡
大
す
る
こ
と
と
し
た
。
今
後
、

財
政
の
見
通
し
に
も
留
意
を
し
つ
つ
、

平
成
30
年
度
の
実
施
に
向
け
、
本
事
業

を
安
定
的
か
つ
恒
久
的
に
実
施
す
る
た

め
、
新
た
な
財
源
確
保
策
や
助
成
範
囲

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
医
師
会
を
は

じ
め
と
し
た
医
療
関
係
団
体
等
と
の
調

整
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
所
得
制
限
に
つ
い
て
は
、
所
得

に
応
じ
た
応
分
の
負
担
を
お
願
い
す
る

と
い
う
観
点
か
ら
実
施
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

問　

調
停
委
員
会
か
ら
示
さ
れ
た
調

停
条
項
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
、
今
回
、
こ
の
議
案
を
提
出
す
る

に
至
っ
た
の
か
、
市
長
の
見
解
は
。

　

答　

調
停
委
員
会
か
ら
勧
告
さ
れ
た

調
停
条
項
に
お
い
て
、
相
手
方
が
本
市

に
支
払
う
解
決
金
の
金
額
は
１
億
５
千

万
円
だ
が
、
美
術
館
の
規
模
や
仕
様
な

ど
の
諸
条
件
は
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
美

術
館
基
本
構
想
に
基
づ
く
施
設
整
備
に

資
す
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
調
停

条
項
は
、
約
１
年
に
わ
た
る
調
停
の
結

果
、
調
停
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た
最
終

的
な
勧
告
で
あ
り
、
こ
の
内
容
で
合
意

に
至
ら
な
い
場
合
は
、
不
調
に
な
る
旨

が
明
言
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

以
上
の
成
果
を
求
め
る
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
と
と

も
に
、
寄
附
の
申
し
出
か
ら
約
10
年
に

わ
た
る
本
件
問
題
の
根
本
的
な
解
決
と

な
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
の
調
停
条
項

の
内
容
で
調
停
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
が

適
切
で
あ
る
と
総
合
的
に
判
断
し
た
。

　

問　

支
払
わ
れ
る
金
銭
は
、
使
途
に

制
限
の
な
い
解
決
金
だ
が
、
美
術
館
基

本
構
想
へ
の
影
響
は
。

　

答　

調
停
の
解
決
金
に
つ
い
て
は
、

調
停
を
申
し
立
て
た
際
の
建
設
協
力
金

３
億
円
か
ら
は
、
金
額
等
に
お
い
て
相

違
が
あ
る
が
、
民
間
活
力
の
活
用
に
よ

る
財
源
の
確
保
を
図
り
つ
つ
、
美
術
館

整
備
の
た
め
の
建
設
協
力
金
で
あ
っ
た

趣
旨
を
踏
ま
え
、（
仮
称
）
美
術
館
（
橋

本
）
の
整
備
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
今
後
も
、
美
術
館
整
備

の
着
実
な
推
進
を
図
り
、
美
術
館
基
本

構
想
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

問　

経
緯
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
な

反
省
が
あ
る
と
考
え
、
ま
た
、
ど
の
よ

う
に
市
民
に
説
明
し
て
い
く
の
か
。

　

答　

本
件
問
題
は
、
日
本
金
属
工
業

株
式
会
社
の
文
化
振
興
に
係
る
協
力
の

申
し
出
か
ら
、
約
10
年
が
経
過
し
、
社

会
を
取
り
巻
く
環
境
や
経
済
情
勢
が
変

化
す
る
中
、
双
方
の
認
識
の
ず
れ
が
大

き
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
調
停

に
至
っ
た
と
考
え
て
い
る
。こ
の
た
め
、

解
決
ま
で
に
長
い
期
間
を
要
す
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、
本
調
停
条
項
の
内
容
で

調
停
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
本

件
問
題
の
根
本
的
な
解
決
を
図
る
こ
と

が
適
切
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
今
後
、

調
停
の
結
果
を
公
表
し
、
市
民
に
お
知

ら
せ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

後
期
実
施
計
画
で
は
、
本
市
の

財
政
見
通
し
に
つ
い
て
、
税
収
増
が
見

込
ま
れ
な
い
一
方
、
扶
助
費
等
義
務
的

経
費
の
増
加
に
よ
り
更
に
厳
し
い
状
況

に
な
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
策
定
に

当
た
り
、
格
差
と
貧
困
の
是
正
に
つ
な

が
る
施
策
に
つ
い
て
の
市
長
の
考
え
は
。

　

答　

厳
し
い
財
政
状
況
が
見
込
ま
れ

る
中
に
あ
っ
て
も
、
市
民
の
皆
様
が
安

心
し
て
、
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
市
の
責
務
と

考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

医
療
、
福
祉
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を

は
じ
め
、
防
災
や
教
育
環
境
の
整
備
な

ど
、
市
民
の
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の

充
実
を
最
優
先
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

持
続
的
な
行
財
政
運
営
の
礎
と
な
る
都

市
基
盤
の
整
備
や
都
市
機
能
の
集
積
な

ど
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　

問　

後
期
実
施
計
画
に
は
、
多
く
の

新
規
・
拡
充
事
業
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
予
算
の

裏
付
け
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

答　

後
期
実
施
計
画
策
定
に
当
た
り
、

計
画
期
間
に
お
け
る
財
政
収
支
の
見
通

し
に
お
い
て
、
扶
助
費
や
物
件
費
な
ど

の
経
常
的
な
経
費
を
優
先
的
に
確
保
し

た
上
で
、
全
て
の
事
務
事
業
の
内
容
の

精
査
を
行
い
、
新
規
・
拡
充
事
業
も
含

め
、
実
施
計
画
事
業
と
し
て
活
用
で
き

る
事
業
費
を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　

問　

後
期
実
施
計
画
の
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

市
民
意
見
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
、

計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
考
え
な
の
か
。

　

答　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
り

市
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
幅
広
い

ご
意
見
に
対
し
て
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

　

問　

後
期
実
施
計
画
の
策
定
に
当
た

り
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
事
業
、

取
り
組
み
に
重
点
を
置
い
た
の
か
。

　

答　

相
模
原
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
を
踏
ま
え
た
少
子
化

対
策
の
取
り
組
み
を
進
め
る
ほ
か
、
教

育
環
境
の
改
善
と
し
て
、
学
校
施
設
の

長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
な

維
持
修
繕
を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
広

域
交
流
拠
点
都
市
の
形
成
に
向
け
た
取

り
組
み
と
し
て
、
橋
本
駅
周
辺
や
相
模

原
駅
周
辺
地
区
の
都
市
基
盤
整
備
な
ど

を
進
め
て
い
く
。
さ
ら
に
、
本
市
経
済

の
持
続
的
な
発
展
を
図
る
た
め
、
企
業

の
立
地
促
進
事
業
や
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
事

業
の
ほ
か
、
拠
点
性
を
更
に
高
め
る
た

め
、
業
務
系
企
業
誘
致
推
進
事
業
な
ど

に
も
重
点
的
に
取
り
組
み
、
人
や
企
業

に
選
ば
れ
る
都
市
の
実
現
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

こ
ど
も
・
若
者
未
来
局
設
置
の

目
的
と
設
置
後
の
取
り
組
み
は
。

　

答　

子
ど
も
や
若
者
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
核
家
族
化
の
進
行
や
就
労
環
境

の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
大
き
く
変
化
し

て
い
る
。こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
も
、

全
て
の
子
ど
も
や
若
者
が
将
来
に
夢
や

希
望
を
持
ち
な
が
ら
健
や
か
に
成
長
し
、

持
て
る
能
力
を
生
か
し
て
自
立
・
活
躍

が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
多
様

な
施
策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、

こ
ど
も
・
若
者
未
来
局
を
設
置
す
る
も

の
で
あ
る
。
設
置
後
の
具
体
的
な
取
り

組
み
は
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
係
る

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
図
る
た
め
の
拠

点
を
各
区
に
設
置
す
る
ほ
か
、
少
子
化

対
策
の
推
進
、
子
ど
も
や
若
者
の
自
立

支
援
の
充
実
な
ど
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

問　

児
童
虐
待
へ
の
対
応
な
ど
、
子

ど
も
や
若
者
に
対
す
る
施
策
の
充
実
は
。

　

答　

児
童
虐
待
へ
の
対
応
に
つ
い
て

は
、児
童
相
談
所
の
体
制
強
化
の
ほ
か
、

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
の
調
整

機
関
へ
の
児
童
福
祉
司
な
ど
の
資
格
を

有
す
る
専
門
職
の
配
置
な
ど
に
よ
り
、

児
童
虐
待
に
関
す
る
後
方
支
援
や
情
報

の
一
元
化
を
図
る
な
ど
支
援
の
充
実
に

努
め
て
い
く
。
ま
た
、
子
ど
も
の
貧
困

対
策
や
、
困
難
を
有
す
る
若
者
の
支
援

に
つ
い
て
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
生

活
実
態
の
把
握
を
進
め
る
と
と
も
に
、

市
子
ど
も
・
若
者
支
援
協
議
会
の
枠
組

み
を
活
用
し
、
教
育
・
福
祉
等
の
関
係

機
関
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
で
、
一

層
の
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

問　

子
ど
も
や
若
者
が
未
来
を
描
く

こ
と
の
で
き
る
施
策
等
に
も
積
極
的
に

取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、見
解
は
。

　

答　

平
成
28
年
２
月
に
策
定
し
た

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
に
基
づ
き
、
将
来
を
見
据
え
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、
安
心
し
て
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
施
策
の
充
実

等
を
図
り
、
次
代
の
さ
が
み
は
ら
を
担

う
子
ど
も
や
若
者
が
よ
り
未
来
を
描
け

る
社
会
の
構
築
に
取
り
組
み
た
い
。

　

問　

未
来
を
担
う
子
ど
も
や
若
者
が

ま
ち
づ
く
り
に
参
画
で
き
る
仕
組
み
作

り
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

答　

次
代
を
担
う
子
ど
も
や
若
者
が
、

自
ら
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す

る
こ
と
は
、
子
ど
も
や
若
者
が
持
つ
豊

か
な
感
性
や
行
動
力
を
生
か
し
た
魅
力

的
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
認
識

し
て
い
る
。
こ
の
た
め
市
子
ど
も
・
若

者
支
援
協
議
会
へ
の
子
ど
も
や
若
者
の

参
画
を
検
討
す
る
な
ど
、
意
見
表
明
の

機
会
の
充
実
を
図
り
、
子
ど
も
・
若
者

が
夢
や
希
望
を
持
て
る
地
域
社
会
の
実

現
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　

問　

視
覚
障
害
者
を
対
象
と
し
た
情

報
提
供
施
設
の
設
置
に
至
っ
た
経
緯
は
。

　

答　

平
成
23
年
度
の
事
務
事
業
評
価

に
お
い
て
、
経
営
評
価
委
員
会
か
ら
、

視
覚
障
害
者
の
利
用
に
配
慮
し
つ
つ
保

健
と
福
祉
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
廃
止
す

べ
き
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
こ
と

か
ら
、
一
部
機
能
を
見
直
し
、
視
覚
障

害
者
を
対
象
と
し
た
、
点
字
、
録
音
図

書
等
の
情
報
提
供
機
能
を
充
実
し
た
施

設
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

問　

身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く

施
設
に
移
行
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

　

答　

他
の
点
字
図
書
館
等
で
所
蔵
す

る
視
覚
障
害
者
用
録
音
図
書
の
複
製
が

可
能
と
な
り
、
貸
し
出
し
ま
で
の
時
間

の
短
縮
等
が
行
え
る
と
と
も
に
、
国
の

負
担
金
に
よ
る
財
政
面
の
効
果
も
あ
る
。

　

問　

平
日
の
み
を
開
館
日
と
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
考
え
に
よ

り
こ
う
し
た
運
営
を
す
る
の
か
。

　

答　

こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況
や
、
一

般
図
書
の
貸
し
出
し
、
返
却
は
総
合
学

習
セ
ン
タ
ー
な
ど
近
隣
施
設
で
対
応
可

能
で
あ
る
こ
と
、
対
面
朗
読
や
録
音
図

書
等
の
貸
し
出
し
は
図
書
館
で
対
応
が

可
能
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
視
覚
障

害
の
あ
る
方
や
視
覚
障
害
者
を
支
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
か
ら
意
見
を
伺
っ

た
上
で
、
平
日
の
み
の
開
館
と
し
た
。

視
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

設

置

の

経

緯

は

議会内会派について…自由民主党相模原市議団（自民党相模原）、民進党・市民クラブ（民進・市民）、公明党相模原市議団（公明党）、颯爽の会
（颯爽）、日本共産党相模原市議団（日本共産党）の５会派があります。（　）は略称です。

日
新
製
鋼
株
式
会
社
と
の
調
停

美
術
館
基
本
構
想
へ
の
影
響
は
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指
定
管
理
者
制
度

評
価
・
検
証
の
必
要
は

開
発
事
業
基
準
条
例

改
正
の
影
響
と
効
果
は

　

問　

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度

導
入
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
た
が
、
制

度
に
対
す
る
市
と
し
て
の
評
価
は
。

　

答　

利
用
者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
利

用
時
間
区
分
の
変
更
な
ど
、
指
定
管
理

者
の
創
意
工
夫
と
柔
軟
な
対
応
に
よ
り
、

利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る

と
と
も
に
、
人
員
配
置
の
見
直
し
を
含

む
効
率
的
な
施
設
の
管
理
運
営
等
に
よ

り
経
費
縮
減
が
図
ら
れ
て
お
り
、
一
定

の
効
果
が
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

　

問　

制
度
導
入
当
初
に
う
た
わ
れ
た

「
民
間
の
知
恵
と
ス
キ
ル
の
活
用
」
か

ら
離
れ
て
し
ま
う
結
果
も
出
始
め
て
い

る
。
見
直
し
も
含
め
、
制
度
そ
の
も
の

の
検
証
が
必
要
と
考
え
る
が
、見
解
は
。

　

答　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
を
見

直
し
た
上
で
、
民
間
委
託
等
の
手
法
と

比
較
し
、
指
定
管
理
が
最
適
と
判
断
し

た
施
設
に
こ
の
制
度
を
導
入
し
て
い
る
。

ま
た
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
を
実
施
し
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
状
況
を
評
価
す

　

問　

合
併
後
に
津
久
井
地
域
に
お
い

て
旧
町
の
条
例
等
を
運
用
し
て
き
た
経

過
措
置
を
廃
止
し
、
市
域
全
域
を
対
象

と
し
た
条
例
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

市
民
や
開
発
者
に
対
す
る
影
響
は
。

　

答　

津
久
井
地
域
の
開
発
事
業
の
規

模
を
５
０
０
平
方
㍍
以
上
か
ら
千
平
方

㍍
以
上
と
す
る
な
ど
、
条
例
の
適
用
対

象
が
一
部
変
更
と
な
る
。
ま
た
、
条
例

の
適
用
に
よ
り
、
開
発
事
業
に
関
す
る

手
続
き
の
早
期
の
段
階
に
お
い
て
、
開

発
事
業
計
画
の
住
民
説
明
等
を
行
う
こ

と
と
な
り
、
よ
り
透
明
な
手
続
き
が
確

保
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

問　

開
発
を
小
規
模
に
分
割
し
公
園

等
の
設
置
義
務
を
逃
れ
る
こ
と
に
対
し
、

開
発
許
可
等
審
査
基
準
に
定
め
る
一
連

性
の
判
断
基
準
を
運
用
し
、
抑
制
を
図

っ
て
き
た
と
考
え
る
が
、
そ
の
基
準
の

考
え
方
と
条
例
化
に
よ
る
効
果
は
。

　

答　

一い
つ

の
開
発
事
業
と
み
な
す
基
準

に
つ
い
て
は
、
現
在
は
、
開
発
許
可
等

審
査
基
準
に
お
い
て
、
開
発
事
業
に
関

わ
る
経
過
期
間
や
申
請
者
の
同
一
性
等

を
は
じ
め
と
す
る
開
発
行
為
等
の
一
連

性
の
判
断
基
準
を
定
め
て
お
り
、
内
容

を
変
更
せ
ず
条
例
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

条
例
化
に
よ
り
、
適
切
な
開
発
区
域
等

の
設
定
の
考
え
方
を
示
す
こ
と
で
、
一

体
的
な
土
地
利
用
の
誘
導
に
よ
る
公
共

施
設
等
の
整
備
を
図
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
こ
と
か
ら
、
条
例
の
実
効
性
を
よ

り
高
め
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

る
な
ど
、効
果
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
。

　

問　

今
回
、
選
考
に
よ
り
決
定
し
た

環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
候

補
団
体
が
、
施
設
の
設
置
目
的
に
沿
っ

た
法
人
で
あ
る
と
判
断
し
た
理
由
は
。

　

答　

当
該
団
体
は
、
こ
れ
ま
で
事
業

活
動
を
通
じ
て
環
境
の
保
全
や
創
造
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

社
会
貢
献
と
し
て
環
境
団
体
へ
の
支
援

や
相
模
川
の
清
掃
活
動
等
の
取
り
組
み

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
今
回
の
提

案
で
も
、
基
準
を
超
え
る
評
価
を
得
て

い
る
こ
と
等
か
ら
、
施
設
の
設
置
目
的

に
沿
っ
た
法
人
で
あ
る
と
判
断
し
た
。指定管理者が管理する環境情報センター

相模原ギオンスタジアム（相模原麻溝公園競技場）

　

上
程
さ
れ
た
議
案
及
び
陳
情
は
、
所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

細
部
に
わ
た
り
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
条
例
等
に
関
す
る
審
査
の

あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

　

定
数
の
特
例
に
係
る
規
定
に
追
加
さ

れ
た
併
任
を
命
ぜ
ら
れ
た
職
員
を
定
数

外
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い

て
、
そ
の
考
え
方
が
尋
ね
ら
れ
た
。
ま

た
、
県
費
負
担
教
職
員
の
定
数
の
算
定

や
決
定
の
権
限
移
譲
に
伴
う
教
職
員
の

増
加
分
の
内
訳
が
問
わ
れ
、
教
育
委
員

会
に
お
け
る
所
属
の
相
互
間
で
増
減
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
内
容

が
質
疑
さ
れ
た
。
さ
ら
に
議
案
に
関
連

し
て
、
職
場
環
境
整
備
の
観
点
で
の
時

間
外
勤
務
縮
減
の
取
り
組
み
状
況
と
効

果
、
大
量
の
定
年
退
職
が
予
想
さ
れ
る

消
防
職
員
に
関
す
る
大
量
採
用
の
課
題

と
対
策
、
定
数
管
理
計
画
策
定
に
お
け

る
人
材
育
成
面
で
の
課
題
や
今
後
の
教

職
員
の
定
数
の
考
え
方
が
問
わ
れ
た
。

【
委
員
会
―
総
員
可
決
】

▽
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　

独
自
利
用
事
務
に
お
い
て
庁
内
連
携

が
で
き
る
特
定
個
人
情
報
に
６
項
目
追

加
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
市
民
に
と
っ
て

の
メ
リ
ッ
ト
が
尋
ね
ら
れ
、
特
定
個
人

情
報
の
適
切
な
取
り
扱
い
に
関
す
る
職

員
研
修
の
状
況
が
問
わ
れ
た
。

【
委
員
会
―
多
数
可
決
】

　

保
健
と
福
祉
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
一

部
の
機
能
を
見
直
し
、
視
覚
障
害
者
を

主
な
対
象
と
し
た
情
報
提
供
機
能
を
充

実
し
た
施
設
の
設
置
に
当
た
り
、
こ
の

施
設
が
で
き
る
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト

や
、
視
覚
障
害
者
を
主
な
対
象
と
し
た

考
え
方
が
尋
ね
ら
れ
た
。
ま
た
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
連
携
や
支
援
の
内

容
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
減
少
理
由
に
つ

い
て
問
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
職
員
体
制

や
土
日
を
閉
館
す
る
こ
と
に
対
し
、
ど

の
よ
う
な
検
討
が
さ
れ
て
き
た
の
か
等

が
尋
ね
ら
れ
た
。【委

員
会
―
総
員
可
決
】

▽
指
定
管
理
者
の
指
定
５
件
（
市
立
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
渓
松
園
・
若
竹
園
他
。

一
括
審
査
）

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
選
考
に
お
け

る
評
価
項
目
に
つ
い
て
、
項
目
や
配
点

を
変
更
し
た
理
由
や
、
各
施
設
の
修
繕

に
係
る
費
用
負
担
が
質
疑
さ
れ
、
市
が

指
定
管
理
施
設
と
日
常
的
に
ど
の
よ
う

に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
が
尋
ね
ら
れ
た
。

ま
た
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
、
職
員
体
制
の
基
準
と
現
状
、
引

き
続
き
公
の
施
設
と
し
て
設
置
し
て
い

く
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
検
証
が

行
わ
れ
た
の
か
等
が
尋
ね
ら
れ
た
。

【
委
員
会
―
い
ず
れ
も
総
員
可
決
】

つ
い
て
全
体
的
に
見
直
し
て
い
く
考
え

が
あ
る
か
が
問
わ
れ
た
。
ま
た
、
麻
溝

公
園
競
技
場
他
３
施
設
に
つ
い
て
、
複

数
の
体
育
施
設
を
一
括
し
て
グ
ル
ー
ピ

ン
グ
し
た
考
え
や
、
個
人
情
報
保
護
及

び
情
報
公
開
の
体
制
が
20
点
満
点
中

12
点
に
と
ど
ま
っ
た
理
由
が
尋
ね
ら
れ

る
と
と
も
に
、
夜
間
照
明
整
備
に
伴
っ

て
収
益
が
増
加
し
た
場
合
の
利
益
配
分

の
考
え
が
問
わ
れ
た
。
ま
た
、
環
境
情

報
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

指
定
管
理
者
か
ら
申
請
が
な
か
っ
た
こ

と
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
が
尋

ね
ら
れ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
事
業
計

画
に
お
け
る
正
規
職
員
の
配
置
数
や
職

員
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
の
考
え
、
専

門
性
が
問
わ
れ
る
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー

の
事
業
に
つ
い
て
、
候
補
団
体
は
ど
の

よ
う
な
点
が
評
価
さ
れ
た
の
か
が
問
わ

れ
た
。
さ
ら
に
、
相
模
湖
ふ
れ
あ
い
パ

ー
ク
に
つ
い
て
、
雇
用
及
び
労
働
条
件

等
の
得
点
が
高
く
な
っ
た
理
由
や
、
利

用
者
か
ら
の
要
望
内
容
が
尋
ね
ら
れ
た
。

【
委
員
会
―
い
ず
れ
も
総
員
可
決
】

▽
市
立
視
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
条

例

▽
指
定
管
理
者
の
指
定
４
件
（
市
立
相

模
湖
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
他
。一
括
審
査
）

　

４
件
と
も
、
説
明
会
に
は
複
数
の
参

加
が
あ
る
も
の
の
、
申
請
は
い
ず
れ
も

１
団
体
と
な
っ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て

の
見
解
が
尋
ね
ら
れ
る
と
と
も
に
、
今

後
、
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
施
設
に

▽
開
発
事
業
基
準
条
例
の
一
部
改
正

　

い
わ
ゆ
る
開
発
逃
れ
の
抑
制
を
図
る

た
め
の
「
一い

つ

の
開
発
事
業
と
み
な
す
基

準
」
の
具
体
的
な
内
容
が
尋
ね
ら
れ
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
企
業
が
開
発
を

▽
原
発
事
故
避
難
者
に
対
す
る
住
宅
無

償
提
供
継
続
に
つ
い
て

▽
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現

と
夜
勤
交
代
制
労
働
の
改
善
に
つ
い
て

▽
介
護
従
事
者
の
勤
務
環
境
改
善
及
び

処
遇
改
善
の
実
現
に
つ
い
て

▽
通
院
の
小
児
医
療
費
助
成
の
拡
大
に

つ
い
て

▽
若
者
も
高
齢
者
も
安
心
で
き
る
年
金

制
度
の
実
現
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援

の
拡
充
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽
国
に
私
学
助
成
の
拡
充
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

▽
神
奈
川
県
に
私
学
助
成
の
拡
充
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

▽
地
方
自
治
の
堅
持
・
尊
重
に
つ
い
て

▽
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

　

戸
籍
証
明
書
等
に
つ
い
て
、
個
人
番

号
カ
ー
ド
に
よ
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
開

始
す
る
こ
と
に
関
連
し
て
、
今
後
、
証

明
書
自
動
交
付
機
を
順
次
廃
止
し
て
い

く
理
由
が
尋
ね
ら
れ
た
。
ま
た
、
自
動

交
付
機
に
よ
る
交
付
と
コ
ン
ビ
ニ
交
付

の
比
較
と
し
て
、
運
用
経
費
、
既
に
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
る
住
民
票
の
写
し

等
の
交
付
実
績
、
そ
れ
ぞ
れ
の
交
付
の

際
に
必
要
と
な
る
さ
が
み
は
ら
カ
ー
ド

と
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
枚
数
等
が

質
疑
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
窓
口
の
混
雑

や
市
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
へ
の
懸
念
か
ら

自
動
交
付
機
の
稼
働
を
継
続
す
る
べ
き

と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
一
方
で
、
コ

ン
ビ
ニ
交
付
に
一
本
化
し
て
い
く
た
め
、

自
動
交
付
機
よ
り
50
円
安
く
取
得
で
き

る
こ
と
等
の
メ
リ
ッ
ト
を
市
民
に
効
果

的
に
周
知
す
る
こ
と
が
要
望
さ
れ
た
。

【
委
員
会
―
多
数
可
決
】

▽
県
費
負
担
教
職
員
の
給
与
負
担
等
の

移
譲
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
等
に
関

す
る
条
例

　

学
校
職
員
が
能
力
の
向
上
の
た
め
に

大
学
等
に
修
学
す
る
修
学
部
分
休
業
を

取
得
で
き
る
よ
う
、
学
校
運
営
に
支
障

が
出
な
い
よ
う
な
人
員
配
置
が
要
望
さ

れ
た
。
ま
た
、
子
の
看
護
休
暇
に
係
る

勤
務
条
件
が
、
他
自
治
体
等
と
の
教
員

採
用
の
競
争
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、

認
識
が
問
わ
れ
た
。

【
委
員
会
―
総
員
可
決
】

逃
れ
て
き
た
具
体
的
な
事
例
が
尋
ね
ら

れ
た
。
ま
た
、「
公
共
施
設
等
の
整
備

基
準
」
に
つ
い
て
、
変
更
点
や
改
正
の

経
緯
が
問
わ
れ
る
と
と
も
に
、
歩
道
状

空
地
の
設
置
基
準
を
一
部
緩
和
す
る
理

由
が
尋
ね
ら
れ
、
安
全
面
を
考
え
た
設

置
が
要
望
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
２
５
０

㍍
以
内
に
２
５
０
０
平
方
㍍
以
上
の
特

殊
公
園
を
除
く
都
市
公
園
が
存
在
す
る

場
合
に
、
公
園
設
置
緩
和
基
準
が
適
用

さ
れ
る
理
由
が
問
わ
れ
た
。
ま
た
、
開

発
行
為
に
伴
う
小
規
模
な
提
供
公
園
に

つ
い
て
、
公
園
の
利
用
実
態
や
社
会
的

な
効
果
等
に
対
す
る
市
の
考
え
方
が
尋

ね
ら
れ
る
と
と
も
に
、
当
該
公
園
に
お

い
て
、
開
発
業
者
か
ら
市
が
帰
属
を
受

け
た
遊
具
で
け
が
を
し
た
場
合
の
責
任

の
所
在
、
業
者
が
遊
具
を
設
置
す
る
上

で
安
全
性
よ
り
も
経
費
を
重
視
し
て
い

な
い
か
が
問
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、「
津

久
井
地
域
の
経
過
措
置
の
廃
止
」
に
つ

い
て
、
改
正
の
理
由
や
、
条
例
の
適
用

範
囲
と
な
る
開
発
行
為
の
面
積
、
適
用

範
囲
外
だ
が
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
で
あ

る
場
合
の
協
議
の
考
え
方
が
問
わ
れ
た
。

【
委
員
会
―
総
員
可
決
】

委
員
会
の
審
査

総

務

委

員

会

民

生

委

員

会

環
境
経
済
委
員
会

建

設

委

員

会

市
民
文
教
委
員
会

陳
情
の
審
議
結
果

採

択

不

採

択

継
続
審
査



　

議
員　

県
の
第
４
次
ニ
ホ
ン
ザ
ル
管

理
計
画
素
案
に
お
い
て
、
隣
接
す
る
都

県
と
の
捕
獲
方
法
の
違
い
等
の
課
題
は

　

議
員　

高
齢
者
の
事
故
防
止
に
つ
い

て
、
運
転
免
許
証
自
主
返
納
を
促
す
た

め
に
は
、
公
的
交
通
機
関
の
割
引
制
度

が
必
要
だ
が
、
市
独
自
の
制
度
創
設
に

向
け
た
考
え
方
は
。

　

市
長　

近
年
、
市
内
の
自
動
車
事
故

が
減
少
傾
向
に
あ
る
一
方
で
、
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
の
割
合
は
増
加

し
て
お
り
、
免
許
証
の
自
主
返
納
は
、

事
故
防
止
に
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
公
共
交
通
機

関
や
タ
ク
シ
ー
の
割
引
な
ど
の
支
援
制

度
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
他
市
の
事
例

な
ど
も
踏
ま
え
、研
究
し
て
い
き
た
い
。

▽
市
民
活
動
が
自
立
す
る
た
め
の
支
援

　

議
員　

市
民
活
動
が
協
働
か
ら
自
立

し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

持
続
的
に
発
展
す
る
た
め
の
、
中
間
支

援
組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

　

市
長　

さ
が
み
は
ら
市
民
活
動
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
は
、
自
立
支
援
の
一

環
と
し
て
、
地
域
や
社
会
が
抱
え
る
課

題
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
手
法
で
解
決
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
応
援
し
て
い

る
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
協
力
の
下
、

様
々
な
法
人
等
が
制
度
化
し
て
い
る
助

成
金
を
獲
得
す
る
た
め
の
講
座
を
開
催

し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
、
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
、
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

≪≪
そ
の
他
の
質
問
項
目
≫≫

学
校
教
育
支
援（
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
）

の
内
容
を
学
習
す
る
こ
と
は
、
印
刷
さ

れ
て
い
る
文
字
等
の
認
識
に
困
難
の
あ

る
児
童
・
生
徒
に
と
っ
て
、
よ
り
理
解

を
深
め
、
自
尊
感
情
や
学
習
意
欲
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
捉

え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
家
庭
学
習
で
も

活
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
児
童
・
生
徒

が
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が

可
能
に
な
る
な
ど
、
個
に
応
じ
た
様
々

な
活
用
方
法
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

▽
大
野
北
地
区
の
施
設
配
置
の
方
向
性

　

議
員　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推

進
プ
ラ
ン
で
ま
と
め
ら
れ
た
地
区
別
計

画
に
お
け
る
大
野
北
地
区
の
公
共
施
設

の
現
状
と
将
来
の
配
置
の
方
向
性
は
。

　

市
長　

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
公

民
館
を
は
じ
め
、
図
書
館
、
国
際
交
流

ラ
ウ
ン
ジ
、
青
少
年
学
習
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
ほ
か
、
高
校
や
大
学
な
ど
様
々
な

施
設
が
集
積
し
て
い
る
。
将
来
の
公
共

施
設
の
配
置
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、

こ
う
し
た
文
教
地
区
と
し
て
の
特
徴
を

生
か
し
な
が
ら
、
複
合
化
や
多
機
能
化

な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

≪≪
そ
の
他
の
質
問
項
目
≫≫

淵
野
辺
駅
周
辺
に
お
け
る
交
通
環
境

　

議
員　

読
み
書
き
が
苦
手
な
発
達
障

害
等
の
児
童
・
生
徒
に
音
声
教
材
の
活

用
が
有
効
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

教
育
長　

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

等
で
利
用
で
き
る
、
様
々
な
音
声
出
力

が
可
能
な
音
声
教
材
を
通
し
て
教
科
書

　

議
員　

本
市
職
員
が
公
用
車
を
運
転

す
る
際
の
運
転
免
許
証
の
有
効
期
限
等

の
確
認
や
ア
ル
コ
ー
ル
の
呼
気
検
査
は
、

ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
る
の
か
。

　

市
長　

本
市
で
は
、
職
員
が
公
用
車

を
運
転
す
る
際
に
、
所
属
長
等
が
運
転

　

議
員　

性
感
染
症
予
防
対
策
に
つ
い

て
、本
市
が
実
施
す
る
検
査
の
体
制
と
、

感
染
し
な
い
た
め
の
啓
発
活
動
や
若
い

世
代
へ
の
検
査
以
外
の
取
り
組
み
は
。

　

市
長　

毎
週
火
曜
日
に
ウ
ェ
ル
ネ
ス

さ
が
み
は
ら
に
お
い
て
、
ま
た
、
隔
週

土
曜
日
に
シ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ
は
し
も
と

に
お
い
て
、
梅
毒
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
等
の
性
感

染
症
検
査
を
無
料
で
実
施
し
て
い
る
。

啓
発
の
取
り
組
み
と
し
て
、
性
感
染
症

に
つ
い
て
正
し
い
知
識
の
普
及
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
市
内
中
学
校
・

高
等
学
校
で
行
う
保
健
師
等
に
よ
る
健

康
教
育
や
、
12
月
１
日
の
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
に
伴
う
予
防
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

等
を
実
施
し
て
い
る
。

▽
少
子
化
対
策　

出
産
祝
い
金
支
給
は

　

議
員　

少
子
化
対
策
と
し
て
、
若
い

世
代
の
た
め
に
、
出
産
時
に
祝
い
金
を

支
給
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

　

市
長　

一
部
の
市
に
お
い
て
、
少
子

化
対
策
と
し
て
出
産
祝
い
金
を
支
給
し

て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
費
用
対

効
果
の
面
か
ら
課
題
が
あ
る
。
安
心
し

て
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
や
市
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
に
掲
げ
た
諸
施
策
の
着

実
な
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

≪≪
そ
の
他
の
質
問
項
目
≫≫

小
児
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

免
許
証
の
有
効
期
限
や
ア
ル
コ
ー
ル
チ

ェ
ッ
ク
な
ど
を
実
施
し
、
そ
の
上
で
、

問
題
が
な
い
場
合
に
限
り
、
当
該
職
員

に
対
し
、
運
転
許
可
証
を
交
付
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

▽
認
知
症
施
策　

介
護
職
員
の
研
修
を

　

議
員　

認
知
症
の
人
へ
容
態
に
応
じ

た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
人
材

を
質
・
量
と
も
に
確
保
し
て
い
く
た
め
、

介
護
職
員
へ
の
研
修
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
、本
市
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　

市
長　

本
市
で
は
、
認
知
症
介
護
に

関
す
る
実
践
的
な
知
識
や
技
術
修
得
を

図
る
た
め
、
実
務
経
験
に
応
じ
、
実
践

者
か
ら
指
導
的
立
場
ま
で
階
層
別
に
研

修
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
訪
問
介
護

員
を
対
象
に
認
知
症
へ
の
理
解
や
支
援

方
法
に
つ
い
て
の
研
修
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が

実
施
す
る
研
修
に
対
し
て
も
支
援
し
て

　

議
員　

本
市
の
隠
れ
た
魅
力
に
つ
い

て
、
同
じ
よ
う
な
魅
力
・
資
源
を
持
つ

国
内
外
の
自
治
体
と
連
携
す
る
こ
と
で
、

よ
り
強
い
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が

で
き
る
と
思
う
が
、
見
解
は
。

　

市
長　

昭
和
62
年
に
Ｊジ

ャ

ク

サ

Ａ
Ｘ
Ａ
の
研

究
施
設
が
立
地
す
る
自
治
体
で
銀
河
連

邦
を
組
織
し
、
現
在
、
７
市し

町ま
ち

で
様
々

な
交
流
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
自
治

体
連
携
に
よ
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
は
効
果
が
高
い
た
め
、
銀
河
連
邦
ブ

ラ
ン
ド
を
全
国
に
向
け
て
更
に
広
め
た

　

議
員　

増
加
傾
向
に
あ
る
空
き
家
を

若
者
が
住
む
た
め
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
等

に
活
用
す
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
る
。

他
自
治
体
で
は
空
き
家
バ
ン
ク
を
作
り
、

若
者
に
紹
介
す
る
取
り
組
み
も
あ
る
が
、

本
市
の
空
き
家
活
用
の
検
討
状
況
は
。

　

市
長　

本
市
が
独
自
に
実
施
し
て
い

る
、
売
買
等
の
取
り
引
き
を
促
進
す
る

流
通
支
援
に
加
え
、
市
空
家
等
対
策
計

画
に
基
づ
き
、
空
き
家
の
利
活
用
を
促

進
す
る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
今
後
と
も
、こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

地
域
の
活
性
化
や
公
益
的
な
活
用
に
つ

な
が
る
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

▽
35
人
以
下
学
級
の
実
施
状
況
は

　

議
員　

加
配
定
数
等
を
活
用
し
て
35

人
以
下
学
級
を
実
施
し
た
い
と
い
う
要

望
が
あ
る
が
、
そ
の
実
施
状
況
は
。

　

教
育
長　

小
学
校
３
年
生
以
上
の
学

年
は
、
校
長
が
学
校
の
実
情
に
応
じ
て

加
配
定
数
等
を
活
用
し
、
少
人
数
指
導

や
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
、
ま
た
は

35
人
以
下
学
級
の
少
人
数
学
級
編
制
を

選
択
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
28
年
度
は
、
小
学
校
17
校
、
中
学

校
５
校
が
35
人
以
下
学
級
の
少
人
数
学

級
編
制
を
選
択
し
、
実
施
し
て
い
る
。

≪≪
そ
の
他
の
質
問
項
目
≫≫

若
者
の
就
労
支
援
、
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
対

策
／
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
対
応

い
。
平
成
29
年
度
に
は
銀
河
連
邦
設
立

30
周
年
事
業
の
開
催
を
検
討
し
て
い
る
。

▽
社
会
的
養
護
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち

　

議
員　

本
市
の
児
童
養
護
施
設
等
の

社
会
的
養
護
の
下
で
暮
ら
す
子
ど
も
た

ち
の
現
状
と
課
題
、
今
後
の
対
応
は
。

　

市
長　

乳
児
院
、
児
童
養
護
施
設
、

里
親
等
の
社
会
的
養
護
下
で
暮
ら
す
児

童
は
平
成
28
年
12
月
１
日
現
在
２
２
１

人
で
、
虐
待
の
影
響
に
よ
る
心
理
面
に

対
す
る
支
援
や
経
済
的
・
社
会
的
自
立

に
向
け
た
支
援
が
課
題
で
あ
る
。
今
後

は
、
心
理
的
治
療
等
の
専
門
的
ケ
ア
の

充
実
を
図
り
、
自
立
援
助
ホ
ー
ム
や
市

就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
に
努
め
、

一
層
の
自
立
支
援
に
取
り
組
み
た
い
。

≪≪
そ
の
他
の
質
問
項
目
≫≫

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

続
け
る
た
め
に

い
る
。
引
き
続
き
、
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
通
じ
て
、
介
護
職
員
の
認
知
症
ケ

ア
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

≪≪
そ
の
他
の
質
問
項
目
≫≫

火
薬
類
取
締
法
及
び
高
圧
ガ
ス
保
安
法

の
一
部
改
正
に
よ
る
事
務
・
権
限
の
移

譲
／
市
内
企
業
製
品
の
販
路
開
拓

ど
う
改
善
さ
れ
る
の
か
。
ま
た
、
改
善

さ
れ
な
い
場
合
の
市
の
取
り
組
み
は
。

　

市
長　

本
年
度
末
に
策
定
予
定
の
同

計
画
の
素
案
で
は
、
生
息
頭
数
や
被
害

が
増
加
し
て
い
る
ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
つ
い

て
、
従
来
の
保
護
の
視
点
か
ら
、
被
害

軽
減
を
目
的
と
し
、
群
れ
ご
と
の
生
息

エ
リ
ア
や
頭
数
の
適
正
化
を
図
り
、
管

理
す
る
よ
う
改
善
さ
れ
る
と
承
知
し
て

い
る
。
し
か
し
、
捕
獲
方
法
は
東
京
都

や
山
梨
県
と
比
較
す
る
と
、い
ま
だ
に
、

一
定
の
制
限
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
隣
接
都
県
と
の
統
一
に
向
け
、

県
に
対
し
強
く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

▽
津
久
井
産
材
の
ブ
ラ
ン
ド
化

　

議
員　

津
久
井
産
木
材
の
知
名
度
を

高
め
る
た
め
に
は
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図

る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
だ
と
思
う
が
、

津
久
井
産
材
利
用
拡
大
協
議
会
の
取
り

組
み
状
況
と
、
市
の
考
え
は
。

　

市
長　

同
協
議
会
で
は
、
産
地
を
証

明
す
る
認
定
制
度
な
ど
独
自
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
伺

っ
て
い
る
。
市
で
も
流
通
の
拡
大
と
品

質
の
向
上
等
に
向
け
、
引
き
続
き
協
議

会
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

≪≪
そ
の
他
の
質
問
項
目
≫≫

新
相
模
原
市
観
光
振
興
計
画
の
推
進
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市
政
全
般
に
対
し
て
行
わ
れ
た
、
一
般
質
問
の
あ
ら
ま
し
を
掲
載

し
ま
す
。
な
お
、質
問
の
見
出
し
及
び
≪≪
そ
の
他
の
質
問
項
目
≫≫

は
、

議
員
の
通
告
書
に
基
づ
き
表
記
し
て
い
ま
す
。

県
ニ
ホ
ン
ザ
ル
管
理
計
画

捕
獲
方
法
の
改
善
は

山
口　

美
津
夫

（
自
民
党
相
模
原
）

市
職
員
の
公
用
車
運
転

適
正
な
管
理
体
制
を

古
内

明

（
自
民
党
相
模
原
）

免
許
証
自
主
返
納
促
進

市
独
自
の
制
度
創
設
は

森　
　

繁
之

（
民
進
・
市
民
）

発
達
障
が
い
児
童
等
に

音
声
教
材
の
活
用
を

後
田　

博
美

（
公
明
党
）

性
感
染
症
予
防
の
対
策

検
査
や
啓
発
の
取
組
は

桜
井　

は
る
な

（
民
進
・
市
民
）

自
治
体
連
携
に
よ
る

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
は

寺
田　

弘
子

（
自
民
党
相
模
原
）

若
者
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
に

空
き
家
の
活
用
を

羽
生
田　

学

（
日
本
共
産
党
）

人
里
に
現
れ
た
ニ
ホ
ン
ザ
ル

Ｈ
Ｉ
Ｖ
・
性
感
染
症
検
査
結
果
説
明
の
様
子



　

議
員　

市
内
中
小
企
業
の
人
材
不
足

に
つ
い
て
、
市
が
ん
ば
る
中
小
企
業
を

応
援
す
る
条
例
に
基
づ
き
市
が
講
じ
て

い
る
具
体
的
施
策
は
。
ま
た
、課
題
は
。

　

市
長　

企
業
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

無
料
職
業
紹
介
事
業
や
正
社
員
の
採
用

を
目
的
と
し
た
就
職
面
接
会
な
ど
、
事

業
者
と
求
職
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る

取
り
組
み
や
、
就
職
後
の
定
着
支
援
の

推
進
に
よ
り
、
中
小
企
業
に
お
け
る
人

材
確
保
の
支
援
に
努
め
て
い
る
。ま
た
、

人
材
確
保
の
課
題
と
し
て
、
労
働
者
の

処
遇
改
善
や
安
心
し
て
働
け
る
た
め
の

環
境
整
備
等
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

▽
新
た
な
財
源
確
保
に
向
け
た
取
組

　

議
員　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
最
期
を

迎
え
た
い
と
い
う
希
望
を
叶か

な

え
る
た
め
、

第
７
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
は
、
各

地
域
の
高
齢
者
の
状
況
を
把
握
し
た
上

で
策
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
、見
解
は
。

　

市
長　

平
成
29
年
度
策
定
予
定
の
計

画
の
基
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
現
在
、

高
齢
者
の
生
活
状
況
や
地
域
で
の
活
動
、

健
康
状
態
等
を
調
査
項
目
と
し
た
実
態

調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
結

果
を
は
じ
め
、
日
常
生
活
圏
域
ご
と
の

介
護
施
設
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
や
地
域

住
民
に
よ
る
介
護
予
防
等
に
関
わ
る
取

　

議
員　

土
砂
災
害
か
ら
市
民
の
生
命

や
土
地
等
の
財
産
を
守
る
た
め
の
対
策

が
必
要
と
考
え
る
が
、
ソ
フ
ト
面
の
対

策
と
ハ
ー
ド
面
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　

市
長　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
早
め
の

避
難
行
動
を
と
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
ソ
フ
ト
面
で
は
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
の
指
定
に
合
わ

せ
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作

成
・
配
布
、
新
た
な
避
難
場
所
の
確
保

や
、
地
域
と
連
携
し
た
土
砂
災
害
対
策

訓
練
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。ま
た
、

ハ
ー
ド
面
で
は
、
県
が
砂さ

防ぼ
う

堰え
ん

堤て
い

や

法の
り

枠わ
く

工こ
う

な
ど
の
対
策
工
事
を
実
施
し
て

い
る
が
、
整
備
が
進
み
に
く
い
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
様
々
な

機
会
を
捉
え
て
、
更
な
る
工
事
の
実
施

に
つ
い
て
、県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

▽
津
久
井
地
域
生
活
道
路
の
整
備

　

議
員　

津
久
井
地
域
の
生
活
道
路
拡

　

議
員　

骨
髄
バ
ン
ク
事
業
に
お
け
る

本
市
の
ド
ナ
ー
登
録
者
数
と
骨
髄
提
供

者
数
は
。
ま
た
、
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
を

推
進
す
る
た
め
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　

市
長　

本
市
に
お
け
る
ド
ナ
ー
登
録

者
数
は
、
平
成
28
年
３
月
末
現
在
で
約

　

議
員　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
、
平
成
26
年
度
か
ら
28
年
10
月
ま

で
の
案
件
数
、
提
出
意
見
数
、
意
見
に

よ
っ
て
修
正
さ
れ
た
項
目
数
は
。

　

市
長　

平
成
26
年
４
月
か
ら
28
年
10

月
ま
で
に
、
54
の
案
件
で
パ
ブ
リ
ッ
ク

　

議
員　

情
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
交
通

事
故
情
報
の
提
供
は
、
自
転
車
事
故
防

止
の
面
か
ら
、
大
変
有
効
で
あ
り
推
進

　

議
員　

木
も
れ
び
の
森
に
つ
い
て
は
、

市
民
を
巻
き
込
ん
で
保
全
を
行
え
る
よ

う
、
市
が
具
体
的
に
方
向
性
を
示
す
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、市
長
の
考
え
は
。

　

市
長　

保
全
・
活
用
計
画
に
基
づ
き
、

目
標
植

し
ょ
く

生せ
い

の
設
定
や
、
樹
林
の
適
正
管

り
組
み
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

計
画
作
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

▽
健け

ん

幸こ
う

都
市
さ
が
み
は
ら
へ
の
取
組
を

　

議
員　

平
成
28
年
９
月
か
ら
モ
デ
ル

事
業
と
し
て
始
め
た
健
幸
ポ
イ
ン
ト
制

度
の
事
業
等
を
地
図
等
で
見
え
る
化
し
、

観
光
振
興
等
に
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、

持
続
可
能
で
柔
軟
性
、
発
展
性
を
持
っ

た
取
り
組
み
に
す
る
こ
と
へ
の
見
解
は
。

　

市
長　

こ
の
事
業
は
、
国
の
補
助
金

１
９
０
０
人
、
骨
髄
提
供
者
数
は
今
ま

で
の
累
計
が
約
80
人
で
あ
る
。
骨
髄
バ

ン
ク
事
業
の
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等
を
通
じ
て
、

ド
ナ
ー
登
録
制
度
の
周
知
を
図
る
と
と

も
に
、
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
、
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

と
の
連
携
に
よ
り
、
市
民
ま
つ
り
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
等
に
お
い
て
、
ド

ナ
ー
登
録
会
を
開
催
し
て
い
る
。

▽
避
難
所
運
営
訓
練　

実
施
状
況
は

　

議
員　

被
災
し
た
際
に
自
主
防
災
組

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
３
３
３

人
の
方
か
ら
延
べ
１
４
３
３
件
の
ご
意

見
が
提
出
さ
れ
、
そ
の
う
ち
７
つ
の
案

件
で
、13
項
目
の
修
正
を
行
っ
て
い
る
。

▽
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
自
治
体
へ
の
影
響

　

議
員　

全
国
の
首
長
に
対
し
て
共
同

通
信
が
行
っ
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
反
対
が
賛
成
を
上

回
っ
た
が
、
本
市
の
回
答
と
理
由
は
。

　

市
長　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
政
府
が

進
め
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の
大
筋
合
意
は
、

我
が
国
の
輸
出
の
拡
大
が
期
待
で
き
、

本
市
に
お
い
て
も
プ
ラ
ス
の
影
響
が
あ

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

市
長　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
交
通
安
全
活
動
や
、
地
域

の
皆
様
へ
の
注
意
喚
起
を
す
る
上
で
、

交
通
事
故
の
発
生
場
所
等
の
具
体
的
な

情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
は
、
有
効

な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

神
奈
川
県
警
察
本
部
と
提
供
可
能
な
情

報
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
相
談
す
る
と

と
も
に
、
情
報
の
発
信
方
法
や
形
式
な

ど
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

▽
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

　

議
員　

気
候
変
動
の
影
響
へ
の
適
応

策
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
本
市
の
基

本
的
な
考
え
方
、
具
体
的
な
内
容
は
。

　

市
長　

新
た
に
策
定
す
る
適
応
策
は
、

真
夏
日
や
大
雨
の
増
加
な
ど
の
気
候
変

動
に
よ
る
影
響
を
回
避
、
低
減
し
、
市

民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す

幅
整
備
の
実
施
に
向
け
た
市
民
の
要
望

状
況
は
。
ま
た
、
道
路
環
境
の
整
備
推

進
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
は
。

　

市
長　

要
望
状
況
は
、
津
久
井
土
木

事
務
所
管
内
で
、
平
成
27
年
度
２
件
、

28
年
度
は
11
月
末
現
在
で
６
件
で
あ
る
。

狭
あ
い
道
路
の
整
備
に
向
け
、
地
域
の

ご
理
解
、ご
協
力
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
架
に
よ
る
周
知
、
関
係
権
利
者
へ
の

説
明
会
の
開
催
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

≪≪
そ
の
他
の
質
問
項
目
≫≫

児
童
厚
生
施
設
計
画
の
見
直
し

理
の
方
法
な
ど
を
、
よ
り
具
体
的
に
示

す
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
現
在
、
大
学
と
連
携
し
て
、

木
も
れ
び
の
森
の
一
部
を
モ
デ
ル
地
区

と
し
た
保
全
や
再
生
に
つ
な
げ
る
た
め

の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
の
具
体

的
な
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
調
査
結
果

や
活
動
さ
れ
て
い
る
皆
様
の
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

▽
自
治
会
加
入
促
進
へ
の
取
り
組
み
は

　

議
員　

地
域
活
動
の
中
心
的
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
自
治
会
の
加
入
促
進
に

つ
い
て
、ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　

市
長　

市
と
市
自
治
会
連
合
会
で
は
、

若
い
世
代
の
未
加
入
な
ど
に
よ
る
加
入

率
の
減
少
が
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
若
い
世
代
の
意
見
を
反
映
す

る
た
め
、
市
立
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡

協
議
会
な
ど
を
構
成
団
体
と
し
た
市
自

治
会
加
入
推
進
協
議
会
に
お
い
て
、
多

様
な
視
点
に
よ
る
加
入
促
進
の
取
り
組

み
を
検
討
し
て
い
る
。こ
う
し
た
中
で
、

若
い
世
代
の
加
入
を
検
討
す
る
に
は
、

意
識
の
把
握
や
分
析
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
、
協
議
会
に
お
い
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
含
め
、
具
体
的
な
調
査

方
法
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

を
活
用
し
て
実
施
し
て
お
り
、
運
動
無

関
心
層
の
参
加
状
況
や
医
療
費
の
削
減

等
の
効
果
を
検
証
し
て
い
く
。
こ
の
検

証
結
果
を
踏
ま
え
、
費
用
対
効
果
や
事

業
の
継
続
性
な
ど
総
合
的
な
見
地
か
ら
、

モ
デ
ル
事
業
終
了
後
の
在
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

≪≪
そ
の
他
の
質
問
項
目
≫≫

発
達
特
性
に
応
じ
た
個
別
支
援
の
充
実

を
求
め
て

　

議
員　

Ａ
Ｅ
Ｄ
へ
の
広
告
掲
載
を
導

入
す
る
考
え
は
。
ま
た
、
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
拡
大
等
の
新
た
な
財
源
確
保
策

と
し
て
、
積
極
的
に
企
業
に
働
き
か
け

る
専
門
組
織
を
作
る
こ
と
へ
の
見
解
は
。

　

市
長　

様
々
な
媒
体
へ
の
有
料
広
告

の
導
入
を
図
っ
て
お
り
、
昨
年
度
か
ら

は
映
像
広
告
へ
の
導
入
等
を
行
う
な
ど
、

新
た
な
媒
体
へ
の
拡
大
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
今
後
も
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
へ

の
導
入
も
含
め
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。
専
門
組
織
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

他
の
自
治
体
の
取
り
組
み
事
例
等
も
参

考
に
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
き
た
い
。

≪≪
そ
の
他
の
質
問
項
目
≫≫

経
済
対
策
に
向
け
た
予
算
編
成
／
基
金

等
の
資
金
運
用
の
状
況

織
等
が
集
う
避
難
所
ご
と
に
、
自
治
会

等
が
中
心
と
な
っ
て
避
難
所
運
営
協
議

会
と
し
て
訓
練
を
行
っ
て
い
る
と
承
知

し
て
い
る
が
、
そ
の
実
施
状
況
は
。

　

市
長　

市
の
補
助
制
度
を
活
用
し
た

避
難
所
運
営
協
議
会
の
訓
練
の
実
施
状

況
は
、
平
成
26
年
度
は
１
０
３
団
体
の

う
ち
53
団
体
、
平
成
27
年
度
は
１
０
４

団
体
の
う
ち
49
団
体
が
訓
練
を
実
施
し

て
お
り
、
２
か
年
と
も
実
施
率
は
約
50

パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

≪≪
そ
の
他
の
質
問
項
目
≫≫

小
学
校
給
食
費
に
つ
い
て

る
と
回
答
し
た
。こ
の
理
由
と
し
て
は
、

各
国
の
関
税
撤
廃
に
よ
り
本
市
に
お
け

る
製
造
品
出
荷
額
等
が
最
も
高
い
生
産

用
機
械
器
具
製
造
業
に
係
る
企
業
の
工

業
製
品
の
輸
出
拡
大
が
図
ら
れ
る
な
ど
、

業
績
の
向
上
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、

農
業
分
野
に
お
い
て
も
競
争
力
が
強
化

さ
れ
、
更
な
る
品
質
の
向
上
が
図
ら
れ

る
と
考
え
た
も
の
で
あ
る
。

≪≪
そ
の
他
の
質
問
項
目
≫≫

県
立
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
の
検
証
報
告

と
市
の
障
害
福
祉
及
び
精
神
保
健
福
祉

行
政
（
国
の
報
告
に
対
す
る
見
方
等
）

こ
と
の
で
き
る
社
会
の
構
築
を
目
指
す

も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
自
然
災

害
、
健
康
、
自
然
生
態
系
の
３
つ
の
分

野
ご
と
に
対
策
を
設
け
る
と
と
も
に
、

気
温
や
水
質
等
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実

施
や
、
適
応
策
に
つ
い
て
の
普
及
啓
発

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

≪≪
そ
の
他
の
質
問
項
目
≫≫

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
カ
ー
ド
の
発

行
・
利
用
促
進
）
／
観
光
・
地
域
施
策

さ が み は ら 市 議 会 だ よ り（５）平成２９年（２０１７年）２月１日 第１９６号

自
転
車
事
故
防
止
対
策

情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

大
崎　

秀
治

（
公
明
党
）

桜
が
咲
く
木
も
れ
び
の
森

在
宅
の
看
取
り
支
え
る

地
域
資
源
の
充
実
を

野
元　

好
美

（
颯
爽
）

中
小
企
業
の
人
材
確
保

条
例
に
基
づ
く
施
策
は

鈴
木　

秀
成

（
民
進
・
市
民
）

土
砂
災
害
警
戒
区
域

指
定
へ
の
取
組
と
対
策

小
野
沢　

耕
一

（
自
民
党
相
模
原
）

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
現
状

市
民
意
見
の
反
映
は

長
谷
川
く
み
子

（
颯
爽
）

木
も
れ
び
の
森
の
保
全

そ
の
方
向
性
に
つ
い
て

須
田　
　

毅

（
自
民
党
相
模
原
）

骨
髄
バ
ン
ク
事
業
推
進

本
市
の
取
り
組
み
は

小
田　

貴
久

（
民
進
・
市
民
） 在宅介護

中小企業で働く人々（イメージ）
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地
域
の
子
育
て
支
援

津
久
井
地
域
の
取
組
は

栄　
　

裕
明

（
公
明
党
）

リ
ニ
ア
の
詳
細
ル
ー
ト
等

市
民
へ
の
公
表
を

田
所　

健
太
郎

（
日
本
共
産
党
）

公
民
館
の
貸
室
利
用

使
用
料
無
料
の
継
続
を

松
永　

千
賀
子

（
日
本
共
産
党
）

こ
ど
も
の
権
利
を
啓
発

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
を

沼
倉　

孝
太

（
自
民
党
相
模
原
）

産
後
の
心
の
ケ
ア

本
市
の
取
り
組
み
は

岸
浪　

孝
志

（
民
進
・
市
民
）

学
校
が
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

子
ど
も
の
貧
困
対
策
は

江
成　

直
士

（
民
進
・
市
民
）

や
ま
ゆ
り
園
事
件
受
け

市
の
障
が
い
者
施
策
は

加
藤　

明
徳

（
公
明
党
）

　

議
員　

子
育
て
広
場
や
親
子
サ
ロ
ン

な
ど
は
、
地
域
で
の
子
育
て
仲
間
づ
く

り
の
場
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
事
業
で

あ
る
が
、
津
久
井
地
域
の
現
状
と
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

　

市
長　

現
在
、
津
久
井
地
域
で
は
、

総
合
事
務
所
な
ど
４
箇
所
の
会
場
で
ふ

れ
あ
い
親
子
サ
ロ
ン
を
実
施
し
て
い
る

ほ
か
、
14
箇
所
の
公
立
保
育
所
等
で
園

庭
開
放
や
育
児
相
談
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。
今
後
も
、
地
域
の
状
況
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
保
育
所
等
を
活
用
し
た
親

子
が
集
う
こ
と
が
で
き
る
地
域
の
子
育

　

議
員　

文
科
省
は
、
学
校
を
子
ど
も

の
貧
困
対
策
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と

位
置
付
け
て
施
策
の
推
進
を
図
っ
て
い

る
が
、
教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
は
。

　

教
育
長　

従
来
、
就
学
援
助
な
ど
の

学
校
教
育
に
お
け
る
公
的
扶
助
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
福
祉
関
連
機
関
と

の
連
携
も
進
め
て
き
た
。
ま
た
、
各
学

校
で
も
児
童
支
援
専
任
教
諭
、
支
援
教

育
支
援
員
及
び
少
人
数
指
導
の
た
め
の

非
常
勤
講
師
の
配
置
を
行
う
な
ど
、
一

人
ひ
と
り
の
子
ど
も
に
寄
り
添
い
、
子

ど
も
た
ち
が
豊
か
な
学
校
生
活
を
送
れ

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も

引
き
続
き
、
地
域
等
と
連
携
し
、
き
め

細
や
か
な
教
育
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

▽
や
ま
ゆ
り
園
の
被
害
者
等
へ
の
支
援

　

議
員　

県
立
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
の

事
件
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
や
そ
の
家

族
、
ま
た
施
設
の
職
員
等
に
対
し
て
、

本
市
が
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
支
援
は
。

　

市
長　

被
害
に
遭
わ
れ
た
入
所
者
家

族
等
へ
の
支
援
は
、
神
奈
川
県
警
被
害

者
支
援
室
が
行
っ
て
い
る
と
承
知
し
て

い
る
。
本
市
の
対
応
と
し
て
は
、
施
設

職
員
を
対
象
に
県
と
本
市
の
精
神
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
が
連
携
し
、
精
神
科
医

と
そ
の
他
の
専
門
職
に
よ
り
、
こ
こ
ろ

の
ケ
ア
の
た
め
の
相
談
を
行
っ
て
い
る
。

≪≪
そ
の
他
の
質
問
項
目
≫≫

子
ど
も
と
向
き
合
う
た
め
の
学
校
業
務

の
適
正
化
に
向
け
て

　

議
員　

県
立
津
久
井
や
ま
ゆ
り
園
事

件
の
再
発
防
止
策
は
、
福
祉
目
的
の
反

面
、
防
犯
対
策
が
措
置
入
院
患
者
の
監

視
強
化
に
つ
な
が
る
と
の
懸
念
も
あ
る
。

今
後
の
市
の
障
害
者
施
策
の
方
向
性
は
。

　

市
長　

今
回
の
事
件
に
よ
り
、
地
域

　

議
員　

子
ど
も
の
権
利
を
市
民
一
人

ひ
と
り
に
認
識
し
て
も
ら
い
、
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

市
長　

子
ど
も
や
若
者
が
夢
や
希
望

を
持
て
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す

上
で
は
、
子
ど
も
を
権
利
の
主
体
と
し

て
尊
重
し
、
本
来
持
っ
て
い
る
権
利
を

保
障
す
る
こ
と
が
大
変
重
要
な
こ
と
と

認
識
し
て
い
る
。
引
き
続
き
、
子
ど
も

の
権
利
の
普
及
・
啓
発
に
努
め
、
市
民

意
識
の
一
層
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、

様
々
な
分
野
と
の
連
携
を
強
化
し
、
子

ど
も
へ
の
思
い
や
り
を
持
っ
た
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

▽
北
清
掃
工
場
改
良
工
事
の
概
要
等

　

議
員　

新
・
市
総
合
計
画
後
期
実
施

計
画
（
案
）
で
、
15
年
の
延
命
化
を
図

る
と
し
て
北
清
掃
工
場
の
基
幹
的
設
備

等
改
良
工
事
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

が
、工
事
の
概
要
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

市
長　

北
清
掃
工
場
は
稼
働
後
25
年

以
上
が
経
過
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

劣
化
の
度
合
い
が
高
い
機
器
の
入
れ
替

え
や
燃
焼
制
御
装
置
の
改
修
等
を
行
う
。

ま
た
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減
を

図
り
、
よ
り
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
と

な
る
よ
う
工
事
を
行
う
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
は
、
平
成
30
年
度
か
ら
32

年
度
ま
で
に
３
炉
あ
る
焼
却
炉
を
１
炉

ず
つ
順
次
改
修
す
る
予
定
で
あ
る
。

≪≪
そ
の
他
の
質
問
項
目
≫≫

雨
水
対
策
／
宿
泊
施
設
の
誘
致

で
生
活
す
る
障
害
者
の
方
々
に
偏
見
や

差
別
の
目
が
向
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
障
害

者
が
社
会
を
構
成
す
る
一
員
と
し
て
尊

重
さ
れ
、
地
域
に
お
い
て
孤
立
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
人
権
に
配
慮
し
な
が

ら
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▽
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

　

議
員　

ひ
き
こ
も
り
問
題
に
対
す
る

今
後
の
取
り
組
み
は
。
ま
た
、
一
次
相

談
窓
口
の
機
能
を
有
し
、
県
等
で
設
置

が
進
む
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ

ー
の
早
期
整
備
を
強
く
求
め
る
が
、
見

解
は
。

　

市
長　

今
後
も
、
生
活
困
窮
等
に
よ

り
、
ひ
き
こ
も
り
状
態
と
な
っ
て
い
る

方
へ
の
支
援
を
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
実
施
す
る
。
ま
た
、
地
域
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
運
営
体
制
や
人
材
の
確
保
等

の
課
題
を
整
理
し
た
上
で
早
期
設
置
が

で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

≪≪
そ
の
他
の
質
問
項
目
≫≫

障
害
者
差
別
解
消
法
施
行
後
の
対
応
等

／
境
川
の
水
害
対
策
／
本
市
商
業
振
興

の
将
来
展
望

　

議
員　

地
下
を
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

が
通
る
と
知
ら
さ
れ
ず
に
、
土
地
と
一

戸
建
て
を
購
入
し
た
と
い
う
消
費
者
被

害
が
発
生
し
た
。
ル
ー
ト
や
ト
ン
ネ
ル

の
幅
等
具
体
的
で
重
要
な
情
報
の
公
開

を
求
め
る
必
要
が
あ
る
が
、
見
解
は
。

　

市
長　

Ｊ
Ｒ
東
海
の
作
成
し
た
環
境

影
響
評
価
書
に
お
い
て
、
１
万
分
の
１

の
縮
尺
で
ル
ー
ト
が
示
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
東

海
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
用

地
測
量
が
進
み
、
ト
ン
ネ
ル
の
幅
や
深

さ
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
、
明
ら
か
に

な
っ
た
段
階
で
、
市
民
の
皆
様
に
周
知

で
き
る
よ
う
、
Ｊ
Ｒ
東
海
と
調
整
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▽
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
地
方
自
治
等
へ
の
影
響
は

　

議
員　

専
門
家
が
市
公
契
約
条
例
等

へ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
影
響
を
指
摘
し
て

い
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
抵
触
す
る
こ
と

に
な
る
と
経
済
の
地
域
循
環
が
な
い
が

し
ろ
に
な
り
、
地
域
経
済
に
影
響
が
及

ぶ
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　

市
長　

本
市
に
お
い
て
は
、
市
公
契

約
条
例
や
、
市
が
ん
ば
る
中
小
企
業
を

応
援
す
る
条
例
に
基
づ
く
、
市
内
中
小

企
業
の
受
注
機
会
の
増
大
な
ど
の
中
小

企
業
振
興
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
現

時
点
で
は
、
こ
う
し
た
条
例
や
取
り
組

み
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
規
定
に
反
す
る
と
こ
ろ

は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
が
、
引
き
続

き
、国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

て
支
援
の
更
な
る
充
実
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▽
正
規
雇
用
化
支
援　

国
の
給
付
制
度

　

議
員　

働
く
人
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を

支
援
す
る
、
国
の
２
制
度
の
市
内
で
の

利
用
状
況
と
、
更
な
る
普
及
に
向
け
た

周
知
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

　

市
長　

神
奈
川
労
働
局
に
よ
る
と
、

教
育
訓
練
給
付
金
の
市
内
に
お
け
る
平

成
27
年
度
実
績
は
６
９
５
人
、
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
延
べ

75
件
で
あ
る
。
更
な
る
普
及
に
向
け
、

産
業
支
援
機
関
と
連
携
し
、
企
業
に
情

報
提
供
す
る
と
と
も
に
、
市
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
で
利
用
者
へ
の
周
知
を
図
る

な
ど
、雇
用
環
境
の
安
定
化
に
努
め
る
。

≪≪
そ
の
他
の
質
問
項
目
≫≫

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
プ
ラ
ン

（
案
）
を
踏
ま
え
た
公
共
施
設
再
編
の

取
組
／
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
関
連
ほ
か

よ
う
使
用
料
無
料
を
継
続
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
は
。

　

教
育
長　

使
用
料
導
入
の
基
本
的
な

考
え
方
は
、他
の
公
共
施
設
と
同
様
に
、

受
益
者
負
担
の
在
り
方
の
基
本
方
針
に

基
づ
き
、
公
民
館
を
ご
利
用
い
た
だ
く

方
に
も
、
通
常
の
維
持
管
理
に
か
か
る

経
費
の
一
部
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ
と

で
、
ご
利
用
さ
れ
な
い
方
と
の
公
平
性

の
確
保
や
、
持
続
可
能
な
施
設
運
営
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▽
市
文
化
財
の
魅
力
発
信
の
取
り
組
み

　

議
員　

本
市
に
、極
め
て
価
値
あ
る
、

貴
重
な
文
化
財
が
あ
る
こ
と
は
十
分
に

知
ら
れ
て
い
な
い
。
本
市
の
文
化
財
の

特
徴
と
魅
力
発
信
の
取
り
組
み
状
況
は
。

　

教
育
長　

本
市
で
は
、
国
内
最
古
の

住
ま
い
と
考
え
ら
れ
る
旧
石
器
時
代
の

田
名
向む

か
い

原は
ら

遺
跡
な
ど
国
を
代
表
す
る
史

跡
を
保
存
公
開
し
て
お
り
、
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
と
も
に
活
用
を
図

っ
て
い
る
。魅
力
発
信
の
取
り
組
み
は
、

講
演
会
や
見
学
会
等
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
民
俗
芸
能
の
公
開
も
35
年
以
上

　

議
員　

本
市
に
お
け
る
産
後
う
つ
対

策
の
取
り
組
み
は
。
ま
た
、
国
が
平
成

29
年
度
か
ら
試
行
的
に
一
部
自
治
体
に

産
後
健
診
費
用
を
助
成
す
る
方
針
を
示

し
た
が
、こ
の
取
り
組
み
へ
の
見
解
は
。

　

市
長　

本
市
で
は
、
母
子
健
康
手
帳

交
付
時
の
面
接
や
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ

ん
事
業
等
で
、
母
親
の
心
理
的
状
況
の

把
握
に
努
め
、
個
別
に
支
援
を
し
て
い

る
。
産
後
健
診
の
モ
デ
ル
実
施
を
検
討

し
て
い
る
、国
の
動
向
も
注
視
し
つ
つ
、

妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て
期
に
か
か

る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
図
る
た
め
の

拠
点
を
各
区
に
設
置
す
る
な
ど
、
子
育

て
支
援
の
充
実
に
努
め
て
い
き
た
い
。

▽
男
性
の
育
児
参
加
促
進
の
意
識
啓
発

　

議
員　

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
等
で

男
性
の
積
極
的
な
育
児
参
加
を
促
進
す

る
た
め
の
意
識
啓
発
な
ど
を
施
策
に
掲

げ
て
い
る
が
、具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

　

市
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。
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子どもの権利救済委員や
子どもの権利相談員が、
電話でお話を聞いたり、
直接会ってお話を
聞いたりするよ。

相模原市

が、
り、

さがみはら
子どもの権利相談室

子どもの権利って何？

子どもの権利相談室って
どんなところ？

子どもの権利救済委員、
子どもの権利相談員ってどんな人？

　子どもはみんな、幸せに生きる権利を持っ
ています。
　子どもが、自分らしく、のびのびと成長して
いくために、子どもにとって大切なものです。

　相模原市に住んでいたり、相模原市で働い
ていたり、相模原市の学校や施設に通っている
18歳未満の子どもの権利を守るため、悩みや
心配ごとの解決へのサポートをするところです。
　18歳になっても、高校生など、学校に通っ
たり、施設に通所、入所している人は相談
できます。
　子どもの権利侵害に関することなら、大人
の方も相談できます。
　相談室では、子どもの権利
救済委員と子どもの権利相談
員が相談をお受けします。

　悩んだり、困っている子どもを、助けるために
活動する人です。
　電話や直接会ってお話を聞いたり、困って
いることの原因を調べたり、関係する人に解決
のための協力やお願いをすることもあります。

利
談

つらいとき、困ったときは
一人でがんばらなくてもいいよ

おはなし聞かせて

相模野病院

JR横浜線矢部駅より徒歩3分
町田→←橋本

矢部駅

上矢部公園

名前は言
わなくても大丈夫。秘密は守るよ。

な　　ま
え　　　

　い　　　
　　　　　　　　　　　

　だい　じょう　ぶ　　　　ひ　みつ　　　まも
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はし もと まち だ

さ が み は ら し

よこ はま せん や べ えき

や べ えき

と ほ ぷん

相模原市立青少年学習センター内
相模原市中央区矢部新町３-15

さがみはら
子どもの権利相談室

けん り そう だん しつこ

さがみはら し

さがみはら し

りつ せい

おう く や べ しん

しゅうしょう

ちゅう ちょう

ねんがく ない

つらいときは
助けてって言っていいんだよ。
身近な人に言えないときは、
子どもの権利相談室に
電話してほしいな。
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い

こ けん り そう だん しつ

でん わ
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き

あ はなし

こま

月～金曜日　午後 1時～午後8時
土曜日　　　午前10時～午後5時

※祝日と年末年始、青少年学習センターの休所日はお休みです。

相談できる
時間

0120-786-108
(無料でお話できます)子ども専用相談電話

大人の方は　042-786-1894
そう だん げつ きん よう び

しゅくじつ ねんまつねん し せい ねんがくしょう しゅう きゅうしょ び やす
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さがみはら子どもの権利相談室リーフレット

市公契約条例の対象となる公共工事
（南部粗大ごみ受入施設）



さ が み は ら 市 議 会 だ よ り（７）平成２９年（２０１７年）２月１日 第１９６号

12月定例会議議案審議結果一覧表 凡例：○…賛成、×…反対、△…会派内で賛成・反対が分かれたもの、
◯…会派内で賛成・退席が混在したもの
（議案に対する討論が行われた場合、賛成討論は賛、反対討論は反を付記しています。）

（議員の氏名は50音順、（　）内は略称）
議会内会派の構成

自由民主党相模原市議団（自民党相模原）
阿 部 善 博
大 槻 和 弘
久保田義則
中 村 昌 治
宮崎雄一郎
渡 部 俊 明

石 川 将 誠
小 野 　 弘
須 田 　 毅
沼 倉 孝 太
山 岸 一 雄

稲 垣 　 稔
小野沢耕一
寺 田 弘 子
古 内 　 明
山口美津夫

民進党・市民クラブ（民進・市民）
石 川 　 達
大 沢 洋 子
岸 浪 孝 志
鈴 木 秀 成

臼 井 貴 彦
小 田 貴 久
栗 原 　 大
関根雅吾郎

江 成 直 士
金子豊貴男
桜井はるな
森 　 繁 之

公 明 党 相 模 原 市 議 団 （ 公 明 党 ）
後 田 博 美
久保田浩孝
西 家 克 己

大 崎 秀 治
栄 　 裕 明
米 山 定 克

加 藤 明 徳
南 波 秀 樹

颯 爽 の 会 （ 颯 爽 ）
五十嵐千代
野 元 好 美

鈴 木 晃 地
長谷川くみ子

長 友 義 樹

日本共産党相模原市議団（日本共産党）
竹 腰 早 苗
松永千賀子

田所健太郎
山下伸一郎

羽生田　学

がんばれ！！ホームタウンチーム
相模原市議会ではホームタウンチームを応援しています

ノジマステラ神奈川相模原（女子サッカー）

　相模原市では、本市に活動の拠点を置き、トップレベルの活躍が
期待できるスポーツチームを「ホームタウンチーム」として認定し
ており、現在、４チームが活躍しています。
　「相模原スポーツを応援する議員連盟」は、相模原市議会議員一
丸となって、市民とともにホームタウンチームを応援しています。

 　なでしこリーグ２部を制
し、チーム創設からわずか
５年で１部昇格を決めまし
た。相模原から日本一を目
指します！ 

　昨シーズンは数々の接戦
を演じ、アメフトファンを
熱くさせました。今年こそ
は悲願の日本一をつかみ取
ります！

ノジマ相模原ライズ（アメリカンフットボール）

ＳＣ相模原（サッカー）
　昨シーズンは平均観客数
が千人以上増加する等、
チームが市民へ浸透してき
ました。Ｊ３リーグ優勝を
目指します！ 

　トップイーストリーグ４
連覇を果たし、トップリー
グ昇格に向け奮闘中！

三菱重工相模原ダイナボアーズ（ラグビー）

　スマートフォンから市議会ホーム
ページへアクセスすると、スマート
フォン用の画面で表示され、外出先
からも、パソコン版ホームページと
同じ情報が見やすい画面でご覧いた
だけるようになりました。また、イ
ンターネット議会中継が、スマート
フォン、タブレット端末でも見られ
るようになりましたので、是非ご利
用ください。
※議会中継はパソコンでも対応ブラウザが増
えました。なお、録画放映は平成 28 年 11
月分以降です。

3月定例会議紹介ポスターデザイン市議会ホームページのスマートフォン版を公開

議会中継もご覧になれます

あなたの思いは相模原市の想いに。

相模原市議会 平成 29 年 3 月定例会議

市議会の情報は市議会ホームページ、Facebook ページからもご覧になれます。
http://www.sagamihara-shigikai.jp/

2月21日(火)～3月 24日(金)

お問い合わせ：相模原市議会議会局　政策調査課（042-769-9803） 市議会ホームページ

女子美術大学 デザインルーム　金田紅デザイン：

3月定例会議のお知らせ
　３月定例会議の予定は、次のとおりです。
　本会議・委員会は、午前９時30分から
開会される予定です。

2月 15日（水）議会運営委員会
21日（火）本会議（提案説明）

3月 1日（水）本会議（代表質問）
2日（木）本会議（代表質問、委

員会付託）
6日（月）総務委員会
7日（火）民生委員会
8日（水）建設委員会
9日（木）環境経済委員会
10日（金）市民文教委員会
21日（火）本会議（一般質問）
22日（水）本会議（一般質問）
23日（木）本会議（一般質問）
24日（金）本会議（委員長報告、

採決）
＜本会議終了後＞ 議会
運営委員会

会議録等のご案内…本会議及び委員会の会議録は、市役所、緑区役所、南区役所及び城山を除く各総合事務所の行政資料コーナー、図書館（相武台分館では本会議会議録の
み）、公文書館で閲覧できます。12月定例会議の本会議並びに委員会の会議録は、2月下旬までに配架する予定です。なお、本会議及び委員会の会議録は、市議会ホームペー
ジでも検索・閲覧できます。また、インターネット放映により、本会議及び委員会（急きょ開催される議会運営委員会等を除く。）のライブ中継と録画放映が視聴できます。
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市　長　提　出　議　案
第134号 職員定数条例の一部改正

○ ○ ○ ○ ○ 可決　135号 一般職の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の採用等
に関する条例の一部改正

　136号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正
　137号 市長等常勤の特別職の給与に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ × 可決
　138号 職員の退職手当に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 可決　139号 行政組織条例の一部改正

　140号
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等
に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提
供に関する条例の一部改正

○ ○ ○ △ × 可決

　141号 手数料条例の一部改正 ○ ○ ○ ◯ × 可決
　142号 特定非営利活動促進法施行条例の一部改正

○ ○ ○ ○ ○ 可決
　143号 個人の市民税の控除対象となる寄附金を受け入れる特定非営利活

動法人を指定するための基準、手続等に関する条例の一部改正

　144号 個人の市民税の控除対象となる寄附金を受け入れる特定非営
利活動法人等を定める条例の一部改正

　145号 文化振興基金条例

　146号 市立視覚障害者情報センター条例 ○ ○ ○ ○
賛 ○ 可決

　147号 国民健康保険条例の一部改正

○ ○ ○ ○ ○ 可決

　148号 市立リサイクルスクエア条例
　149号 開発事業基準条例の一部改正

　150号 県費負担教職員の給与負担等の移譲に伴う関係条例の整備等
に関する条例

　151号 調停の成立（公益施設の設置に係る金員支払請求調停申立事
件）

　152号 指定管理者の指定（市立老人福祉センター渓松園及び市立老
人福祉センター若竹園）

　153号 指定管理者の指定（市立清新デイサービスセンター）
　154号 指定管理者の指定（市立星が丘デイサービスセンター）
　155号 指定管理者の指定（市立古淵デイサービスセンター）
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市　長　提　出　議　案
　156号 指定管理者の指定（市立東林ふれあいセンター） 

○ ○ ○ ○ ○ 可決

　157号 指定管理者の指定（市立相模湖ふれあいパーク）
　158号 指定管理者の指定（市立環境情報センター）
　159号 指定管理者の指定（相模原麻溝公園競技場他３施設）
　160号 指定管理者の指定（津久井又野公園他５施設）
　161号 当せん金付証票の発売限度額

　162号 平成28年度一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ × 
反 可決

　163号 平成28年度一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決

　164号 平成28年度麻溝台・新磯野第一整備地区土地区画整理事業特
別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ × 可決

　165号 平成28年度下水道事業会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ 可決
　166号 人事委員会の委員の選任（小俣邦正氏）

○ ○ ○ ○ ○ 同意

　167号 人権擁護委員の候補者の推薦（鈴木孝子氏）
　168号 人権擁護委員の候補者の推薦（坂本征夫氏）
　169号 人権擁護委員の候補者の推薦（三代宏次氏）
　170号 人権擁護委員の候補者の推薦（青木美代子氏）
　171号 人権擁護委員の候補者の推薦（大貫薫氏）
　172号 人権擁護委員の候補者の推薦（内田淑子氏）
　173号 人権擁護委員の候補者の推薦（奥山文子氏）
　174号 人権擁護委員の候補者の推薦（田中美奈子氏）
　175号 市税条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ 可決

議　員　提　出　議　案
第 12 号 市議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ × 可決　 13 号 地方議会議員の厚生年金への加入を求める意見書

　 14 号 女性の健康の包括的支援に関する法律（仮称）の早期成立を
求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ 可決　 15 号 安心な社会保障と強い地域経済を構築するための地方財政措
置を求める意見書

　 16 号 沖縄でのＭＶ－22オスプレイの不時着水事故に関する意見書
　 17 号 原発事故避難者に対する住宅無償提供継続を求める意見書

市長、市議会議員などの
期末手当の支給割合を改定

　国の特別職の職員に対する期末
手当並びに本市の一般職の職員に
対する期末手当及び勤勉手当の支
給割合等を勘案し、市長等常勤の
特別職、市議会議員の期末手当の
支給割合が改定されました。

　改定後の欄の上段は平成28年度
の支給割合、下段は平成29年度以
降の支給割合

6月期 12月期 合計
1.5 1.65 3.15

6月期 12月期 合計
1.5 1.75 3.25
1.55 1.7 3.25

現　行

改定後

〈期末手当の支給割合の改定〉単位：月



総務委員会（定数10人）
○平成28年10月13日、14日　○福岡県北九州市、山口県下関市
　10月13日には、北九州市において、G

ジ モ ッ テ ィ
−mottyについて視察を行いました。「位

置に関する様々な情報」を電子地図上に表示するツールであるＧＩＳの情報
を、全庁や共同利用自治体で共有するとともに住民に公開していますが、そ
のためのポータルサイトがG-mottyです。公開されている情報は、道路路線網
図や防災情報マップ、都市計画図などとともに地域住民が投稿する情報など
で構成されています。説明を受けた後、アクセス件数が伸びた要因や情報弱
者に対する対応、運用上の職員体制や経費などが質疑されました。
　10月14日には、下関市において、消防防災学習館「火

ひ
消
けし
鯨
くじら
」を視察しまし

た。いろいろな災害の模擬体験を通して子どもから大人まで楽しく学べる体
験型学習施設です。施設を見学し、災害の
恐ろしさを体感できる大画面での「防災シ
アター」「消火体験」や「煙避難体験」な
どの施設を実際に体験させていただきまし
た。この施設に関し、設置の経緯や費用、
実施しているイベントの内容、利用者の状
況や反応などの説明を受けました。

民生委員会（定数 9人）
○平成28年10月12日、13日　○新潟県新潟市、新潟県見附市
　10月12日には、新潟市でスマートウエルネスシティの取り組みについて視
察を行いました。新潟市では、高齢化・人口減少が進んでも地域住民がそこ
に暮らすことで「健

けん
幸
こう
（身体面の健康だけでなく、人々が生きがいを感じ、

安心安全で豊かな生活を送れること）」になれる「まち」を作ろうと、健康づ
くりに関する事業とともに、まちづくりに関する事業に取り組んでいます。
説明を受けた後、国の地域活性化総合特区の指定を受けていることのメリッ
ト、事業実施にあたっての予算額などの質疑がなされました。
　10月13日には、見附市でネウボラの取り組みについて視察を行いました。
人口が減少しても持続できるまちを目指すために策定した見附市人口ビジョ
ンにおいて、年間出生数の現状維持を目標
としており、妊娠、出産、子育ての切れ目
のない支援や環境整備に取り組み、保護者
が安心して子育てできる環境を目指して、
平成28年５月に「ネウボラみつけ」が開設
されました。説明を受けた後、所管を教育
委員会に置いている理由や市外への里帰り
出産への対応、産後ケア事業の訪問ヘル
パーの利用率などの質疑がなされました。

環境経済委員会（定数 9人）
○平成28年10月25日、26日　○秋田県能代市
　10月25日には、木材を多用した学校施設整備、森林バイオマス活用施設整
備について視察を行いました。能代市では、木材産業が市の基幹産業の一つ
となって栄えてきたことから、「木都」にふさわしいまちづくりを進めるため、
木材産業への波及効果、木のぬくもりと安らぎある快適な居住環境を創造し
ようとの考えから、学校に代表される公共施設整備に当たっては、可能な限
り木造・木質化での建設整備を行うことを基本としています。また、能代木
質バイオマス発電所の整備により、廃材の資源としての活用や、各事業所の
焼却炉再整備・更新の設備投資費の節約、地元雇用の拡大等を行っています。
説明を受けた後、学習机等への地場産秋田杉の活用や、木材を多用した上で
の耐震・耐火性、バイオマス発電所のランニングコストや採算性について質
疑がなされ、二ツ井小学校や能代バイオマ
ス発電所の様子などを見学させていただき
ました。
　10月26日には、銀河連邦を通じた商業観
光振興について視察を行いました。説明を
受けた後、再使用ロケットの観光への活用
等について質疑がなされ、能代ロケット実
験場の様子などを見学させていただきまし
た。

建設委員会（定数 9人）
○平成28年10月12日、13日　○愛知県一宮市、岐阜県岐阜市
　10月12日には、一宮市で尾張一宮駅前ビル整備について視察を行いました。
一宮市では、尾張一宮駅に鉄道・バスなどの交通結節点としての利便性を生
かした駅前ビルを整備しました。中央図書館、子育て支援センター、市民活
動支援センターなど多様な施設を配置して、多くの人の交流を促進し、また、
中心市街地全体への活性化に資することを目指しています。説明を受けた後、
今後の課題や、交通網の再整備の有無等について質疑がなされました。
　10月13日には、岐阜市で岐阜駅北口駅前広場整備について視察を行いまし
た。岐阜市では、にぎわいの発信基地、駅周辺、中心市街地へと人の流れを
作り出す一大交流拠点として、交通結節機能の強化、「にぎわい空間」の創
出、安心・安全の駅前広場など多様なコン
セプトのもと、駅前広場が整備されました。
説明を受けた後、市内のバスの運行状況、
駅前でのにぎわい創出はどのようなことを
行っているのか、駅前広場の整備に取り入
れられている岐阜らしさを表現したデザイ
ンはどのように決められたのか等の質疑が
なされました。

市民文教委員会（定数 9人）
○平成28年11月8日、9日　○大阪府寝屋川市、大阪府堺市
　11月8日には、寝屋川市で犯罪抑止の取り組みについて視察を行いました。寝屋川
市では、平成27年8月に中学生2名が犠牲になった事件を契機に、犯罪抑止、犯罪捜査
への支援等を目的として、120台の防犯カメラを新たに設置しました。また、事件の
発生が深夜であったことから、子どもの犯罪被害の防止、深夜徘徊の防止のため、平
成28年の小中学校の夏休み期間中に、青色防犯パトロールカー2台による深夜パト
ロールを行いました。説明を受けた後、事業に係る市民への周知、カメラ設置に伴う
プライバシー保護の考え方、映像データのセキュリティ対策、大阪府からの助成等
について質疑がなされました。また、防犯カメラが設置された現地の視察を行いまし
た。
　11月9日には、堺市でインクルーシブ教育システム構築に向けた取り組みについて
視察を行いました。堺市が行う自立を育む特別支援教育の推進事業のうち、通常学級
においては、どの子にもわかる授業と静

せい
謐
ひつ
な学

習環境を作るユニバーサルデザインスクール
事業として、教員に対する授業改善の研修、専
門家の派遣を受けて行う発達障害児の理解研
究などに学校全体で取り組んでいます。説明の
後、入学前の就学指導の際の保護者対応におけ
る課題、通常学級と通級指導教室の教師間の連
携、インクルーシブ教育システム構築に係る事
業の成果などについて質疑がなされました。
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常任委員会行政視察報告
　市議会には、５つの常任委員会があり、それぞれの所管する部局に関する議案等を審査しています。
各常任委員会の委員が、所管する事項に関する見識を深めるため、先進都市等を訪れて実施した行政視察の概要について、報告します。
　各常任委員会では、これらの視察内容を参考として、今後の審査等に活用していきます。

下関市（消防防災学習館） 新潟市

岐阜市能代市（二ツ井小学校）

堺市

議会運営委員会行政視察報告（定数 9人）
○平成28年10月31日、11月1日　○兵庫県尼崎市、京都府京都市
　10月31日には、尼崎市で議会改革の取り組みについて視察を行いました。
尼崎市議会では、予算の審査に当たって、予算特別委員会を設置しています。
所管ごとに３つの分科会を設けて審査した後に、全体会で分科会の報告、総
括質疑、意見表明、採決を行い、その結果と審査内容を本会議に報告していま
す。説明を受けた後、予算と決算の審査方法が異なっている理由、予算審査の
分科会と常任委員会の所管が異なる理由、また、補正予算の審査を各常任委
員会に分割付託した際に賛否が分かれた場合の審査の在り方などについて
質疑がなされました。
　11月１日には、京都市で議会改革の取り組みについて視察を行いました。京都市
会では、当初予算及び決算の審査に当たり、特別委員会の各分科会において、所管
する局別に質疑を行います。その後に、市の
方針等重要な点について、特別委員会におい
て、市長及び副市長に対して、総括質疑を行
います。また、決算特別委員会の各分科会で
の局別質疑の前には、支出命令書等を閲覧
できる書類調査日を設けています。説明を受
けた後、局別質疑の後に総括質疑を行う意
義、各会派における分科会委員の選出の考
え方などについて質疑がなされました。 京都市


